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秦野市議会 第２回議会報告会 （質疑応答）  

＜平成２５年４月２７日【土】午後２時～ 会場 鶴巻公民館＞ 

№ 質問・意見 要望         回     答 

１ 議提議案の「副市長一人制案」を、何故、無

記名投票で採決したのか。 

 

様々な意見があったが、市議会会議規則に基づき 

議会運営委員会で、採決方法を議論して決定しまし 

た。 

 

２ 昨年度対比で、水道事業歳入がマイナスにな

った原因は何か。 

一般家庭などの節水傾向が原因と考えます。 

 

３ 資料の図では、一般会計歳入歳出を１年毎で

なく、５年毎に作成しているようだが、年度ご

との詳細を示すべきだ。 

図表では各年度でなく、５年毎に示しています。

その傾向や差を見るために、分かりやすくしたため

です。また、各年度の歳入歳出は市報などでも公表

しています。 

４ 予算概要では「市債」「その他」と記載されて

いるが、市債の内訳、返済計画などはどうか。 

＊詳細は、ホームページに掲載されている「予算の

あらまし」を画面で説明。 

５ 国庫関連通学整備工事では市内全体で１７か

所あるようだが、鶴巻地区で危険個所あり、分

かっていれば早急にやるべきだ。（要望） 

平成２５年度では鶴巻北２丁目が該当します。で

きるだけ早急に、執行部に要望していきます。 

 

６ 鶴巻温泉駅南口周辺整備の事業主体はどこ

か。また、費用負担、完成はいつなのか。 

＊工事図を画面で説明。 

完成は、県道が平成２６年度、駅前広場、駅舎は

平成２９年度です。駅前広場は国庫補助１/２です。 

７ 議会報告会は行政課題もあり、市執行部幹部も同席すべきだ。（要望） 

８ 固定資産税の納期が平成２４年度から変更に

なり、第４期が１２月になった。前倒しの理由

は滞納防止ということであるが、徴収率が高ま

ったのかどうか。 

平成２４年度決算が確定してから、市報「はだの」

等で報告されます。 

９ 市制６０周年記念事業では、記念のためのアイディアや市民委員を募集している。ボランティアの

市民は無報酬で、学識経験者は報酬が出るという。役割が違うということだが、市民にも交通費くら

いが出すべきだ。（要望） 

10 大根公民館にある忠魂碑があるが、倒れている。移設すると聞いているが、早く修理して欲しい。 

（要望） 

11 公共施設再配置計画は地域の状況に関係な

く、画一的に再編している。理解しにくい。議

会としてどう考えているのか。 

市民要望と並行して、将来、市民が高負担になら

ないよう公共施設の数量や建物維持費にかかる財政

負担などを絶えずチェックしていくべきだと考えて

います。 

12 説明では議会が立案する議提議案が 2 本では

少ないのではない。 

平成 24 年では、議員提出による議案が 4件、委員

会提出 6 件でした。 
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№ 質問・意見 要望         回     答 

13 鶴巻・大根地区は人口比では秦野市全体の 1/4 であるが、公共施設が少ない。これは不公平でない

か。人口比率に適した施設環境を整えるため、調査をして改善をしていただきたい。（要望） 

14 議会報告会では、個人的な発言ができないということは理解できるが、実際は市民の立場に立って、

議員が何を発言したかを聞きたい。そういう場も必要ではないか（要望） 

15 介護施設の充実を望む。有料老人ホームは高額である。待機高齢者が 700 人くらいいると聞くが、早

急に特養ホームの整備、充実を図ってほしい（要望） 

16 議員報酬は低いのではないか。家族手当なども考慮していくべきだ。報酬を上げて仕事をしっかりや

ってもらいたい（要望） 

17 議会ホームページの内容を充実すべきだ。（要望） 

18 鶴巻温泉の源泉について 源泉を２軒の旅館に供給して、果たして付加価値が出るのか。これでは鶴

巻温泉全体の活性化につながらないと思う。活性化のビジョンを打ち出すべきだ。（要望） 

19 農業委員会の議員の女性枠は県下でもリードしている。議会議長は慣例で１年任期になっている。こ

れは、次の選挙後には２年任期に改めるべきだ。（要望） 

20 鶴巻地区の活性化について 弘法の里湯の入湯税も減っている。執行部は、いつも検討するという回

答である。議論が深まっていない。もっと徹底的に議論をしてほしい（要望） 

21 「温泉条例」が何故、必要だったのか説明が足り

ない。プラス面や活用のための条例でないのか。 

旅館や福祉施設へ供給・配湯するための条例

で、そのために条件整備をしたものです。 

22 鶴巻温泉は、最盛期には１７軒の温泉旅館があった。入湯税や売り上げで秦野市の市税を押し上げて

いた時期があった。現在、３軒になってしまったが、将来の鶴巻のシンボルとしての“温泉”を市民で

支えていくべきだ。（要望） 

 

 


